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研究成果の概要 

研究開始から最初の半年間で取り組んだ内容としては、 

① 対称性(多極子理論)に基づいた Altermagnetの表現・分類方法の確立 

② 第一原理計算による磁気構造予測を活用した、Altermagnet の物質データベースの理論

構築 

③ 室温動作可能な新しい Altermagnet材料の発見・合成 

④ 室温 Altermagnetの成膜条件の検討 

が挙げられる。Altermagnet 物質設計のための理論的な枠組みを対称性の観点から整備した上

で、第一原理計算と既存の物質データベースを併用することで有望な候補物質を抽出することで、

実際に室温動作可能な新物質の実験的発見につなげることができており、さらにその薄膜化への

検討も始まっていることから、現時点での進捗としては、極めて順調に研究が進展していると考えら

れる。 

本研究における、室温で [↑↓]/[↓↑]状態を電気的に区別可能な新しい Altermagnet 物質の発見

は、強磁性体に代わる新しい情報材料として Altermagnet が有望であることを示唆している。次年

度以降は、理論面から様々な物性の選択則の分類・物質カタログの拡張・精緻化を行うとともに、

実験的な更なる新物質開拓と、磁気情報の様々な読み書き手法の開拓、薄膜・界面系の作成と機

能評価に取り組んでいくことで、新しいスピントロニクス学理の構築を行っていく予定である。 
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